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フルタイム 100 102 315 517
パートタイム 2 5 11 18
無職（専業主夫） 12 10 31 53




準はα = 0.05としたが、単純主効果の検定後の多重比較においては、α = 0.10とした。すべて
の多重比較について、有意水準の補正はBonferroniを用いた。分散分析の結果、父親育児参加
内容の主効果が有意であったが（F（8, 4112） = 54.44, P < 0.001）、母親の就労形態の主効果は
有意ではなく、交互作用が有意であったため（F（16, 4112） = 4.39, P < 0.001）、父親育児参加
内容及び母親の就労形態について単純主効果の検定を行った。各母親の就労形態における父親育
児参加内容の単純主効果はいずれも有意であった（統計値は、フルタイム、パートタイム、専業
主婦の順に、F（8, 4112） = 7.74, 14.92, 77.52でいずれもP < 0.001）。多重比較の結果を表２の
平均値右アルファベットで示した。また、各父親の育児参加内容における母親の就労形態の単純
主効果は、「幼稚園 /保育園の送迎をする」頻度においてのみ有意であった（F（2, 514） = 15.71, 
P < 0.001）。多重比較の結果、母親無職群では母親フルタイム群及び母親パートタイム群よりも





平均 SD 平均 SD 平均 SD
お風呂に入れる 2.65 ab 1.07 2.56 ab 1.02 2.43 b 0.99 
幼稚園／保育園の送迎をする 2.20 cd 1.21 2.07 c 1.24 1.57 e 1.05 
食事を手伝う／させる 2.24 cd 1.03 2.20 c 1.04 2.05 d 1.05 
衣類の着脱を手伝う／させる 2.31 cd 1.02 2.20 c 1.13 2.09 d 1.03 
歯磨き・洗顔を手伝う／させる 2.39 bcd 1.06 2.33 bc 1.10 2.23 c 1.06 
排泄の世話をする 2.21 d 1.06 2.10 c 1.08 2.09 cd 1.10 
遊び相手になる 2.70 a 0.91 2.74 a 0.97 2.67 a 0.92 
寝かしつける 2.27 cd 1.08 2.07 c 1.12 2.07 d 1.11 













父方 祖父 16 310 191
祖母 18 366 133
母方 祖父 13 341 163





平均 SD 平均 SD
会う頻度
父方
祖父 3.30 1.39 3.31 1.34 .89***
祖母 3.35 1.37 3.38 1.35 .88***
母方
祖父 3.42 1.36 3.62 1.33 .80***
祖母 3.70 1.37 3.99 1.29 .79***
居住地距離
父方
祖父 3.83 1.45 3.84 1.45 .95***
祖母 3.83 1.46 3.84 1.45 .93***
母方
祖父 3.79 1.41 3.87 1.38 .96***
祖母 3.65 1.41 3.69 1.40 .95***
頼りになる度
父方
祖父 2.97 1.37 2.81 1.40 .70***
祖母 3.27 1.33 3.14 1.45 .74***
母方
祖父 3.44 1.25 3.42 1.35 .71***
祖母 3.95 1.13 4.08 1.19 .71***
関わり合計
父方
祖父 0.70 1.08 1.20 0.65 .04
祖母 1.13 1.39 0.95 1.26 .07
母方
祖父 1.18 1.33 1.55 1.12 .11


















祖父 祖母 祖父 祖母
β β β β
会う頻度 .44*** .51*** .44*** .41***
居住地距離 ― ― ― ―
関わり合計 .13* ― ― ―
調整済みR
2
.21 .25 .19 .16
 （b）母親の認識
父方 母方
祖父 祖母 祖父 祖母
β β β β
会う頻度 .43*** .48*** .47*** .42***
居住地距離 ― .16** .14* .21**
関わり合計 .14** .34*** .25*** .36***
調整済みR
2
.25 .41 .28 .33












りの利用頻度は正の（それぞれ、β = 0.24,  P < 0.01, β = 0.19,  P < 0.05,）、父親が認識してい
3? 5????????????????????????????????????
－ 15 －
る父方祖母の関わりの合計は負の（β = ⊖ .17, P < 0.05） 有意な影響を父親の育児参加合計得点
に対して与えるというモデルが最適モデル（調整済みR
2




（r）平均 SD 平均 SD
??????????配偶者 3.42 0.77 3.43 0.70 ⊖ .04
あなたの親 2.10 0.94 2.92 0.90 ⊖ .03
あなたのきょうだいや親せき 1.52 0.79 2.11 1.03 ⊖ .02
配偶者の親 1.81 0.93 1.96 0.96 .01
配偶者のきょうだいや親せき 1.38 0.73 1.50 0.82 .03
子育てサークルの仲間 1.19 0.57 1.84 1.03 .04
保育士・幼稚園教諭 1.32 0.69 2.25 0.95 .00
公共・民間の子育て担当の窓口の人 1.16 0.52 1.48 0.76 ⊖ .05
???????子育て広場、児童館 1.74 1.08 2.49 1.30 .04
保護者同士の交流の場 1.50 0.94 2.38 1.29 .06
子どもの一時預かり 1.39 0.85 1.68 1.05 .03
親子対象の講座やイベント 1.40 0.85 1.85 1.08 .01
育児や保護者自身に関する相談 1.31 0.73 1.69 0.98 ⊖ .06
???????
???
子どもを預けられる人 1.92 1.02 2.13 1.04 .02
子どものことを気にかけて声をかけてくれる人 2.36 1.20 2.88 1.16 .05
子育ての悩みを相談できる人 2.08 1.11 2.81 1.16 .04
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